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史跡の国指定 (追加指定等)について 

 

１ 国の文化審議会（会長 宮
みや

田
た

 亮
りよう

平
へい

）は、平成２４年１１月１６日 (金) に、  

史跡辰
たつ

巳
み

用
よう

水
すい

について追加指定し、名称を辰
たつ

巳
み

用
よう

水
すい

附
つけたり

土清水
つっちようず

塩硝蔵跡
えんしようぐらあと

に変更する 

 よう、文部科学大臣に答申した。 

 

２ 追加指定地は、江戸時代を通じて加賀藩が黒色火薬を製造した土清水
つっちようず

塩硝蔵跡
えんしようぐらあと

で

あり、辰巳用水に隣接して強い関連性を持つ。今回の追加指定等により、貴重な史跡

として価値が更に高まることとなる。 

 

３ なお、今回は、追加指定であるため、答申どおり指定されても、県内の国指定史跡 

 ・名勝・天然記念物件数５１件 (うち史跡は２５件) に変更はない。 

 

 

（参考） 

 

 ○辰巳用水 

・国指定年月日 平成２２年２月２２日 

・名 称       変更前  辰巳用水 

        変更後 辰巳用水附土清水塩硝蔵跡 

・所 在 地       既指定地       金沢市上辰巳町壱字１１２番３外５３５筆等 

        追加指定地 金沢市大桑町カ２１８番１外６０筆等 

・指 定 面 積       既指定面積       １４７，２１８．８１㎡ 

            追加指定面積  ３２，４２６．０６㎡ 

合   計    １７９，６４４．８７㎡ 

 



「 辰 巳 用 水
た つ み よ う す い

附
つけたり

土 清 水
つ っ ち ょ う ず

塩 硝 蔵
えんしょうぐら

跡
あ と

」  

 

１ 名  称  辰巳用水附土清水塩硝蔵跡 

 

２ 所 在 地  金沢市上辰巳町壱字１１２番３外５９７筆等 

 

３ 指定面積  １７９，６４４．８７㎡ 

        （追加指定面積：３２，４２６．０６㎡ 

         既指定地面積：１４７，２１８．８１㎡） 

 

４ 所 有 者  国、石川県、金沢市、個人 

 

５ 概  要 

史跡辰巳用水は江戸時代初頭に金沢城の水利を改善する目的で加賀藩

が造った用水で、平成２２年に国の史跡に指定されている。現在、用水は

延長約１１㎞を測り、上辰巳町地内の犀川右岸で取水し、小立野台地の河

岸段丘西側斜面を経て兼六園に至る。 

 土清水塩硝蔵跡（以下、「塩硝蔵跡」と呼ぶ。）は加賀藩の黒色火薬製

造施設である。金沢城からは直線距離で約４．５㎞の辰巳用水の中流部に

位置し、敷地面積は幕末時点で約１１万㎡と想定されている。敷地の東側

には辰巳用水が流れ、その水流を利用して水車を回すなどして黒色火薬が

製造された。操業期間は万治元年(1658)から明治３年(1870)頃までと考え

られる。 

 塩硝蔵には黒色火薬の原料である塩硝（硝石）・硫黄・木炭が集められ

た。このうち塩硝は越中五箇山にて独自の製法により生産され、硫黄は越

中立山で採取・精製され、木炭は塩硝蔵内の施設で生産された。これらは

敷地内の諸施設で黒色火薬に加工された。 

 これら諸施設の一部は平成１９年度から２２年度まで実施した発掘調

査により、建物や施設の遺構が良好に残存していることが判明した。これ

により塩硝蔵跡と辰巳用水が強い関連性を持った文化財であることが明

らかとなり、それぞれの文化財的価値を高めるために必要な要素であるこ

とから、今回、辰巳用水に隣接する塩硝蔵跡の敷地を追加指定し、保護の

万全を期そうとするものである。 



辰巳用水附土清水塩硝蔵跡の位置図
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辰巳用水附土清水塩硝蔵跡の追加指定範囲
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追加指定地遠景（赤線：追加指定地　青線：既指定地）

追加指定地全景（赤線：追加指定地　青線：既指定地）
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追加指定地近景（辰巳用水と搗蔵跡）

硝石御土蔵（東棟）の礎石



用語解説 

【 塩 硝 】 

 塩硝とはすなわち硝石のことで、一般的には「焔硝」または「煙硝」と表記される

ことが多い。硝石は硝酸カリウム（KNO3）を主成分とする硝酸塩混合物で、加熱す

ると酸素が発生するために火薬の酸化剤として使用される。乾燥地帯の地表や洞窟の

床などに薄く結晶するが、気候が湿潤な日本では天然に産出しない。 

 

【 五箇山での塩硝生産 】 

 塩硝の主成分である硝酸カリウムは、尿素などに含まれるアンモニアが硝化バクテ

リアの作用によって酸化することで生成される。自然下でのこの反応の量はごくわず

かであるため、これを人為的に活性化させて一定量の塩硝を抽出する方法が考案され

た。特に越中五箇山では、民家の床下に塩硝穴と呼ばれる深さ２ｍ前後の穴を掘り、

そこに干草と蚕の糞を交互に敷いて年に数回混ぜ合わせることで塩硝を抽出できる

培養土を作る、「培養法」と呼ばれる独自の方法で生産された。この方法は土中に人

為的に有機物を追加することで土中の硝化バクテリアの働きを活発化させ、硝酸カル

シウムへの化学反応を活性化させる点に特徴があり、五箇山にて毎年定量の塩硝の生

産が可能となった大きな要因であった。 

 

【 黒色火薬の製造 】 

 黒色火薬は原材料である塩硝（硝石）・硫黄・木炭を一定の比率で混合することで

製造される。具体的な製造工程は、①原材料を粉末にする、②粉末材料を調合する、

③水で練り延ばす、④乾燥後に切り出す、の４つに分かれる。これらが塩硝蔵内の各

施設にて行われ、製造された黒色火薬は最終的に加賀藩領内に設置された弾薬庫に集

積された。 

 工程①は塩硝蔵内の「搗蔵」という施設で行われた。藩政期の絵図に辰巳用水から

搗蔵内への導水路が描かれており、水流を引き込んで水車を回し、その動力を利用し

て材料を粉末にしていたと思われる。工程②は「調合所」という施設で行われ、塩硝：

硫黄：木炭を 7：1.5：1.5 の比率で調合した。工程③は幕末時には「縮具所」という

施設で行われていたと見られ、搗蔵と同様に施設内に引き込んだ水流を利用して作業

を行っていたと見られる。工程④は「干場」という施設で行われた。また、原材料は

敷地内の各所に置かれた土蔵に集積された。 

 

【 塩硝蔵跡の発掘調査 】 

 平成 19 年度から 22 年度にかけて実施された発掘調査により、敷地の南半分の果樹

園部分を中心に遺構を確認した。確認された遺構は以下のとおりである。 

Ａ．硝石御土蔵跡 

 原材料の一つである塩硝を貯蔵していた施設。発掘調査により２棟の土蔵遺構

を確認した。うち西側の土蔵は礎石や基壇が良好に残存しており、建物の規模が

参 考 



南北 7.28m×東西 21.84m に復元される。 

Ｂ．搗蔵跡 

 原材料を粉末加工していた施設。辰巳用水に沿って建ち、絵図には内部に水流

を引き込む様子が描かれている。発掘調査により建物内部の水路跡及び搗臼跡と

見られる遺構が確認され、引き込んだ水流で水車を回しその動力によって杵を動

かして原材料を粉末加工していたことが証明された。 

Ｃ．縮具所跡 

 調合した原材料を練り延ばしていた施設と見られる。発掘調査により 2 方向の

水路跡が確認され、搗蔵と同様に水流を利用した作業を行っていたことが判明し

た。 

Ｄ．硝石置場跡 

 五箇山から運搬された塩硝を一時仮置きしていたと見られる施設。発掘調査に

より施設の土台となる基壇の一部を確認した。 

Ｅ．道路跡 

 塩硝蔵跡の中枢部の入口から搗蔵を直線で結ぶ道路。発掘調査により幅 1.8m

の道路遺構を確認した。道路上面は砂利混じりの土で舗装され、堅くしまった状

態で検出された。なお、道路南側は後世の開墾時に破壊されたと見られる。 

Ｆ．堀跡 

 塩硝蔵跡の中枢部を区画する堀。発掘調査により幅 3.5ｍ、深さ 2.5ｍの堀の痕

跡を 2 箇所で確認した。覆土には水流の痕跡があり、当時は水堀であったことを

示している。 

 これら発掘調査の成果により、果樹園部分には塩硝蔵跡の遺構が良好に残存してお

り、いずれも絵図に描かれている位置とほぼ一致することが判明した。さらに、Ｂ．

搗蔵跡とＣ．縮具所跡で確認された水路跡は施設内に辰巳用水の水流を引き込んでい

たことを示すものであり、塩硝蔵跡と辰巳用水との深い関連性を示す結果となった。 

 出土遺物は硝石御土蔵跡を中心に屋根瓦が大量に出土し、桟瓦がほとんど含まれず

平瓦、丸瓦、軒平瓦、軒丸瓦がその大半を占めたことから塩硝蔵跡の主な施設には本

瓦葺の屋根が用いられていたことが判明した。また、軒平瓦には前田家の家紋である

梅鉢紋と見られる文様が使用されている。 
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